
チベット文字 600

〈図 11〉行書体の例

〈図 12〉チベット文字（上）とグプタ文字（下）の見本

ナルキー（N. Narkyid）がチベット文字有頭体の範と

しているグプタ文字にもいくつかのヴァリエーション

があり，有頭体の字形がそれらに酷似しているわけで

もない．また，字のくずし方についていうなら，くず

し方の教科書があるくらいであるから説得力がないで

はないが，行書体から草書体へのくずし方はともかく，

楷書体から行書体へのそれには一定の法則があるわけ

ではなく，かなり恣意的な説明のように思われる．

楷書体，行書体ともに敦煌文献に出現しており，両書

体がチベットで書体として確立するのは敦煌期以降 11

世紀のことであるのだから，ランツァ文字とワルトゥ

文字を直接の原型とすること自体は誤りであるにして

も，もともと 2系統の原型があったと考えることは論

理的には成り立つ．とくに，楷書体と行書体では 1筆

目の筆の入り方の角度が決定的に異なるので，伝統的

な解釈にもある種の合理性を認めざるをえない．いず

れにせよ，この問題は新しい資料の出現まで解決を見

ることはないであろう．
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